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Bond&Fox3Chapter7.pdf: Bond & Fox (2015) Applying the Rasch Model (3
rd

 ed.) 

Chapter 7: Pendulum Interview Task 

Bond & Fox ７章のPendulum インタビューのデータ 

 

Bond&Fox3 Chapter7.txt とこのチュートリアルが既

に表示されている場合は、「Pendulumインタビュ

ーのデータについて思い出しましょう」に進んで

ください。 

 

もし必要なら： 

この本のウェッブサイトからダウンロードした

Bond&FoxStepsInstall.exeをダブルクリックして、

Bond&FoxStepsをお使いのコンピュータにインス

トールしてください。 
 

Bond&FoxStepsを、デスクトップ上のショートカ

ットまたは Windowsのスタートメニューから起動

させてください。 

 

Bond&FoxSteps File Set-Upの画面です。 

青いボックスの操作指示に従ってください。 

 

"Data files" メニューをクリック。. 

Bond&Fox3Chapter7.txtをクリック。 

 

The Bond&Fox3Chapter7.txt 操作指示とデータが表

示されます。 
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Click on the "Tutorials" menu. 

Click on "Bond&Fox3Chapter7.pdf" - this is the 

Tutorial matching Bond&Fox3Chapter7.txt 

"Tutorials" menuをクリック。. 

" Bond&Fox3Chapter7.pdf" をクリック。これは

Bond&Fox3Chapter7.txtに対応したチュートリアル

です。 
 

このPDFファイルが表示されます。これは、あな

たが今読んでいるものです。このチュートリアル

を印刷して簡単なリファレンスにすることができ

ます。 

 

1つずつこのチュートリアルをやっていきましょ

う。Welcomeメッセージの"OK"をクリック。 

 

Pendulumインダビューについて思い出しましょ

う。  

 

ピアジェの振り子の問題を解くことについての58

のインタビューを18の質的質問項目によって評価

したものです。評価基準はBond & Fox のTable 7.2

にあります。 

評価のスケールは0,1,2,3です。 

それぞれの項目は、モデル上それぞれのスケール

構造をもちます。Rasch Partial Credit Model (PCM)

ですソフトウェア上PCMは “ISGROUPS= “行で指

定されます。どの項目も応答形式を併せてグルー

プ化されません（No items are grouped as sharing a 

response format. ）。 

 

評価スケールのカテゴリ名を見てみましょう。 

"Category labels CLFILE="をクリック。 
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生徒の音声録音した応答は次のように大まかに４

つの評価カテゴリに分けて記述されます。 

1. "Not" = 問題解決に関係ない 

2. "Action" = 関連した行動 

3. "Logic" = 関連したロジック 

4. "Correct" = 完全に正しい解決 

 

"Category Labels OK"をクリック。」 

 

項目ラベル（Item Labels）を見てみましょう。 

"Item Labels: Enter/Edit"をクリック。 

 

18項目あります。詳細はBond & Fox Chapter 7を参

照。すべての評価基準はBond & Fox Table 7.2にあ

ります。 

 

"Item Labels OK"をクリック。 

 

これらのデータについてラッシュのPCM分析をし

て見ましょう。 

"Analysis" メニューをクリックし、 

"Exit to Analysis (does not Save)"をクリック。 

- この段階では、データと設定ファイルに何も変更

を加えたくない。 
 

File Setup が閉じ、分析が始まります。（今回が初

めての分析の場合、あなたのコンピュータの利用

可能な資源を点検します。） 
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Bond&FoxAnalysis – 分析段階－は、分析データと

コントロールフィルが Bond&Fox3Chapter7.txtであ

ることを正しく伝えています。 

 

"Report output file name"? に対して、 

Enter キーを押します。 

 

"Extra specifications"? に対して、 

Enter キーを押します。 

 

The Pendulum Interview のデータがラッシュ分析さ

れます。 

まず、測定（能力値、項目困難度）が行われま

す。そして、フィット統計量が計算されます。 

 

18項目が入力されていますが、17項目だけが測定

されたと報告されていることを注意してくださ

い。何が起こったのか見て行きたいと思います。  

Bond & Fox のTable 7.3 のItem Estimates for 

Pendulum Interview Taskを得るために、 

"Output Tables" メニューをクリックし、 

"14. ITEM: Entry”をクリック。 

 

Table 14.1は全項目について中心の困難度（central 

item difficulties）を示しています。 

 

項目１が"DROPPED"とされていること注目してく

ださい。これは何でしょう？ 

 

Table 14.2まで下にスクロールします。 

項目1は58個の応答が"1"です。全員が同じカテゴ

リに評価されました。しかし、我々は0,1,2,3の4つ

のカテゴリを指定しました。では、この"1"は0-1項

目の上位のカテゴリなのでしょうか。それとも0-3

項目の最下位なのでしょうか。あるいは別の何か

なのでしょうか。Bond&FoxStepsには分からないの

で、項目1は推定から除外されたのです。 

（これはPartial Credit modelにとって後退です。前

もってどの項目が0-1の2値項目か分かっているな

ら、それらは個別に応答構造を定義するよりも、

同じ応答構造として扱った方がよいのです。） 
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B&F3のTABLE 7.3. Item Estimates for Pendulum 

Interview Task は、項目の測定値、標準誤差、フィ

ット統計量、Table 14.1から得られる相関係数

（PtMeas correlations） ならびにITEM-

STRUCTURE FILEから得られる多値項目(e.g., 6, 7, 

8 etc.)のthresholdsで構成されている。 

 

Windowsタスクバーにある Bond&Fox3Chapter7.txt

をクリックすることで、すばやく分析画面に戻る

ことができます。 

 

Bond & Fox Fig. 7.4にある変数マップあるいは

Wrightマップを得るためには、 

"Output Tables" メニューをクリックし、プルダウ

ンメニューから、"12. ITEM: Map"をクリック。 

 

Table 12.6まで下にスクロール。  

(Bond & Fox 3
rd

 のFigure 7.4 Item–person map for 

Pendulum interviewはTable 12.6を基にしているが、

項目ラベルを取り除き、items/thresholdsはそれぞれ

の列で調整されています。) 

 

Bond & FoxのFigures 7.3 and 7.4 に示されている

thresholds は、"Rasch-Thurstone Thresholds"であり、 

そのカテゴリより下になる確率が50%で、そのカ

テゴリかそのカテゴリより上になる確率が50％と

なる位置を示しています。 

 

例：項目6（Infer）には、0,1,2の3つのカテゴリが

ります。マップの一番下に、6 Infer.1というのがあ

り、そこは項目6がカテゴリ0になる確立が50％

で、カテゴリ1または2になる確立が50％の位置を

示しています。 

2番目の列の中ほどまで上に行ったところに、6 

Infer.2いうのがあります。これは、カテゴリ0また

は1になる確立が50%で、カテゴリ2になる確立が

50%の位置を示しています。 

項目6にはカテゴリ3はないので、一番右の列には

現れません。 
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Windowsタスクバーにある Bond&Fox3Chapter7.txt

をクリックすることで、すばやく分析画面に戻る

ことができます。 

 

B&Fの Table 7.3 Item Estimates for Pendulum 

Interview Taskを得るためには、 

Open Table 14 を開いて、項目をエントリー番号順

に項目紺何度とフィット統計量を見ます。 

 

これは項目の中心的なあるいは全体的な紺何度を

全項目について示しています。 

 

threshold の困難度を見るために Table 3.2 を開きま

す。 

 

B&F の Table 7.3の threshold の困難度は、Winsteps

の Table 3.2の"50% CUM. PROBABILITIES"であ

り、Rasch-Thurstone thresholdsとも呼ばれます。 

Winstepsはカテゴリについて、thresholdの t値では

なく mean-square統計量を報告します。 

 

B&F の Fig. 7.4 の基礎 

我々のデータの thresholdsのマップを見てみましょ

う。  

Output Tablesから 

Table 12.を選びます。 

 
 



 7 

下にスクロールして Table 12.6 の 50% Cumulative 

thresholds を見ます。 

この図を作るには 

Ctrl＋Aで "すべてを選択（Select all）"  

"Format" 

"Font" 

すべてが画面に入るようにするため 

^ を入力。 

 

これらの"Rasch-Thurstone Thresholds" は、そのカテ

ゴリより下になる確率が 50%で、そのカテゴリか

そのカテゴリより上になる確率が 50％となる位置

を示しています。 

この図では、それぞれの thresholdはそのカテゴリ

の右（すなわち、測定スケールの上位）に示され

ています。 

 

開いているウインドウをすべて閉じます。  

Bond & Fox の Figure 7.3 Pathway for Pendulum 

interview itemsのような Pathwayマップを作るに

は、   

"Plots" をクリックして、プルダウンメニューから 

"Bubble Chart"をクリック。 

 
  

"Bubble Chart Specifications"?のウィンドウで、 

オプションはあらかじめ正しいものが選択されて

います：Items, Measures vertically, Infit, Standardized 

"OK"をクリック。」 

 

 

 

"Plot data-point label ..."のウィンドウで、 

"Entry number"をクリック。 

(Winexcel が Excelとデータ受け渡しをします) 
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しばらくたつと、Excelが pathway図を表示しま

す。 

 

バブルのサイズを小さくしましょう。直径は項目

の測定値の標準誤差の 2倍であるべきです。した

がって、最も大きなバブル-項目 5-の直径は、2 

x .71 = 1.4 logits (Table 14.1にあるように)であるべ

きです。 

どこかのバブルを右クリック。 

"データ系列の書式設定" ("データラベルの書式設

定" や"データ要素の書式設定"ではない)をクリッ

ク。"データ系列の書式設定"が現れない場合は、

マウスを少し下に移動させて再度右クリック。 

 

"Options" タブをクリックし、 

"Scale bubble size to "を 70% of defaultとし、 

OKをクリック。 

 

項目 7の垂直方向の大きさは垂直軸に対してどの

くらいですか？1.5 logitsよりも少し小さいです

か？ よろしいです。 

 

Bond & Foxの Figure 7.3.の Pathway図に似たバブル

グラフを作るのに、エクセルの他の昨日を使うこ

ともできます。 

 

 

Figure 7.3のカテゴリ thresholdsは、Excelのグラフ

には現れていません。描画機能を使って TB（著

者）が追加したものです。  

いつでも、ウインドウを閉じてください。常に同

じものを入手することができます。 

 

 


